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１)　 調査範囲

　　　御堂筋×中央大通りの交差点を中心に半径約250ｍ

　　　様々な機能が集中しています。（右図　カラー〇形の範囲 ）

２）　まち歩きの経路：

　　　南御堂山門（集合）→ 地下鉄本町駅 → 船場センタービル →

船場心斎橋商店街 → アーバネックス備後町ビル２F（マッピン

　　　グ、まとめと意見交換）

３）　調査メンバー

　　　リーダー：関西大学　越山先生（シンポジウム・パネリスト）

　　　参加希望者　どなたでも（下記申込書でお申込み願います。）

４）　調査方法：

① 重点箇所、ハザード箇所を写真撮影

② マッピング・情報意見交換

　　 【重点箇所例】　・ホテル：防災指令拠点　・社寺：一時滞在機能

　　　・公開空地・後退空間：一時避難・滞在機能　　　

　　　・ビル：BCPセンター：被害受けにくい建物、物資提供、一次避

　　　　　　　難・滞在機能、通信機能・アクセスポイン、広い会議空間

6．6　「船場・本町で〝減災とBCP〟を考える」　　【　参加申込書　】

FAX：06-6231-0403 大阪ガス株式会社　近畿圏部　（担当：森吉 ）　行

6.6　シンポジウムに参加する　　／　　5.24　まち歩きに参加する

参加ご希望のプログラムに、○をつけてください。

氏　名

ご所属（差支えなければ）

TEL／FAX等連絡先

（仮称）「船場×御堂筋 防災減災拠点」の立地可能性と課題
について実地調査を行い、シンポジウムで発表します。

船場･本町 減災拠点探し まち歩き

日時　5月24日（土）午後3時～5時（終了後、交流会）

集合　南御堂山門

中央大通り

御
堂
筋


